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製
鉄
所
が
育
ん
だ

も
の
づ
く
り
の
ま
ち

│
│
大
竹
室
長
は
北
九
州
市
役
所
に
出
向
さ
れ
て
い

た
こ
ろ
、
現
在
の
日
本
製
鉄
九
州
製
鉄
所
八
幡
地
区

を
見
学
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
鉄
づ
く
り
に
対
す
る

印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
竹　
私
は
2
0
1
0
年
か
ら
2
年
間
、
北
九
州
市

役
所
産
業
政
策
課
長
と
し
て
出
向
し
、
市
の
産
業
政

策
全
体
を
総
括
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
北
九
州
市
に
は
鉄

鋼
業
か
ら
派
生
し
た
企
業
が
実
に
多
い
こ
と
、
鉄
づ
く

り
が
文
化
や
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

T
O
T
O（
株
）や（
株
）安
川
電
機
の
本
社
が
あ
る
ほ

か
、
日
産
自
動
車（
株
）や
日
立
金
属（
株
）も
ル
ー
ツ
は

北
九
州
市
に
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん（
株
）は
、

も
と
も
と
製
鉄
所
で
働
く
人
た
ち
向
け
に
商
品
を
製
造
・

販
売
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
中
小
企

業
は
製
鉄
所
と
の
直
接
的
・
間
接
的
な
取
り
引
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
北
九
州
市
の
製
造
業
が
持
つ
技
術
力
は
、

こ
う
し
た
取
り
引
き
を
通
じ
て
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

北
九
州
市
は
日
本
の
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
で
、
東

田
第
一
高
炉
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
残
さ
れ
、

2
0
1
5
年
に
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
旧
本
事
務
所
な

ど
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
鉄
は
国
家

な
り
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
鉄
づ
く
り
が
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
を
生
み
出
し
、
北
九
州
市
を
、
そ
し
て

日
本
と
い
う
国
家
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

経済産業省 製造産業局
金属課 金属技術室長

大竹 真貴氏

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
お
い
て
も

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
お
い
て
も

高
機
能
鋼
材
が
果
た
す
役
割
は

高
機
能
鋼
材
が
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す

ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、産
業
政
策
の
観
点
か
ら
政
策
措
置
を
相
次
い
で
打
ち
出
し
て
い
る
経
済
産
業
省
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ス
チ
ー
ル
に
向
け
革
新
技
術
の
開
発
に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
不
可
欠
な

高
機
能
鋼
材
の
開
発
・
商
品
化
を
推
進
す
る
鉄
鋼
業
に
つ
い
て
、
大
竹
真
貴
室
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

製
鉄
プ
ロ
セ
ス
の
脱
炭
素
化
に

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

│
│
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
た
、
鉄
鋼
業
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。

大
竹

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
す
。
と

り
わ
け
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
鉄
鉱
石
を
水
素
で
還
元

す
る「
水
素
還
元
製
鉄
」に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
先
日
、
島
根
県
安や

す
ぎ来
市
の
和わ

こ
う鋼
博
物
館
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
日
本
は
1
0
0
0
年
以
上
前
か
ら
、
た

た
ら
製
鉄
と
い
う
独
自
の
製
鉄
技
術
が
発
達
し
ま
し
た
。

当
時
は
石
炭
で
は
な
く
、
木
炭
を
還
元
材
に
使
っ
て
い

ま
し
た
が
、
炭
素
を
使
う
と
い
う
点
で
は
、
現
在
の
製

鉄
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
水
素
還
元
製
鉄
は
太
古
か

ら
続
け
て
き
た
炭
素
還
元
に
よ
る
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
転

換
す
る
一
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
幾
多
の
困
難
が
想
定

さ
れ
る
な
か
、日
本
製
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
高
炉
メ
ー
カ
ー

各
社
は
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
産
業
省

と
し
て
も
、
と
て
も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
国
と
し
て
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
意
欲

的
な
民
間
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
2
0
2
1
年

6
月
に「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
予
算
、

税
制
、
金
融
、
規
制
改
革
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
ツ
ー
ル

を
総
動
員
し
ま
す
。
具
体
的
な
支
援
策
の
1
つ
が「
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
」で
す
。2
0
3
0
年
ま
で
の
間
、

具
体
的
な
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
す
企
業
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
革
新

的
技
術
の
研
究
開
発
・
実
証
か
ら
社
会
実
装
ま
で
一
気
通

貫
で
支
援
す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

官営八幡製鉄所旧本事務所
官営製鉄所の中枢機能を担う施設として
1899（明治32）年に竣工。世界遺産「明治
日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、
石炭産業」の構成資産の1つに登録され、
眺望スペースから世紀を超えた産業景観が
見学できます。
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2020 年度断面のCO2 排出削減量（推定）
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経
済
産
業
省
で
は
、2
0
0
8
年
度
よ
り「
C
O
U
R
S
E

50
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
３
割
削
減
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
べ
く
、
グ

リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
を
活
用
し「
製
鉄
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
水
素
活
用
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

ま
す
。
最
大
1
9
3
5
億
円
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
高
炉
水
素
還
元
技
術
、
直
接
水
素
還
元
技
術
、

電
炉
の
高
度
化（
大
型
化
・
不
純
物
除
去
）に
つ
い
て
の

研
究
開
発
が
対
象
で
す
。
加
え
て
、
水
素
還
元
製
鉄
の

開
発
に
成
功
し
た
場
合
で
も
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
確
実

に
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
負
担
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
グ

リ
ー
ン
ス
チ
ー
ル
が
持
つ
環
境
価
値
を
適
切
に
評
価
す

る
指
標
や
、
最
終
需
要
家
を
含
め
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
負
担
し
て
い
く
方
法
な
ど
、

議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

欠
か
せ
な
い

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
の
電
力
と
水
素

│
│
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
題
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー

の
電
力
と
水
素
の
確
保
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
国
と
し
て

の
戦
略
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
竹　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
鉄
鋼
業
を
は
じ
め
と
す
る

各
産
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
は
、
カ
ー

ボ
ン
フ
リ
ー
電
力
や
、
大
量
か
つ
安
価
な
水
素
の
供
給

が
大
前
提
で
す
。

　
電
力
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
の
確
保
を

大
前
提
と
し
た
原
子
力
の
活
用
、
さ
ら
に
は
水
素
・
ア

ン
モ
ニ
ア
、
C
C
U
S（
C
O
2
の
回
収
・
利
用
・
貯
留
）

な
ど
、
新
た
な
選
択
肢
も
追
求
す
る
こ
と
で
実
現
し
て

い
き
ま
す
。
再
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
技
術
の
開

発
と
コ
ス
ト
削
減
が
重
要
で
す
。
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
基
金
で
は
、
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

洋
上
風
力
発
電
の
低
コ
ス
ト
化
や
次
世
代
型
太
陽
電
池

の
開
発
な
ど
、
再
エ
ネ
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
水
素
に
つ
い
て
は
、
需
要
創
出
と
供
給
コ
ス
ト
の
低

減
を
一
体
で
支
援
し
て
、
水
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
2
0
5
0
年
に
は
ガ
ス
火
力（
化
石
燃
料
）を
下

回
る
水
準
の
供
給
コ
ス
ト
20
円
／
N
m3
以
下
、
国
内
導

入
量
2
0
0
0
万
ト
ン
が
政
府
目
標
で
す
。
海
外
輸
送

を
含
め
た
大
規
模
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
や
、
再

エ
ネ
な
ど
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
の
技
術
開

発
を
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
も
活
用
し
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン・ス
チ
ー
ル
の
確
立
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に

不
可
欠
な
高
機
能
鋼
材
に
期
待

│
│
令
和
4
年
度
の
金
属
技
術
開
発
関
連
概
算
要
求
で
、

「
自
動
車
や
鉄
道
車
両
な
ど
の
輸
送
機
器
の
抜
本
的
な

軽
量
化
に
資
す
る
新
構
造
材
料
等
の
技
術
開
発
事
業
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
輸
送
機
器
の
軽
量
化
、
さ

ら
に
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
貢
献
に
対
す
る
鉄
鋼
製
品
・

技
術
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
竹　
日
本
の
多
く
の
工
業
製
品
は
、高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
に
お
い
て
省
エ
ネ
や

C
O
2
削
減
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
そ
の
軽
量

化
や
長
寿
命
化
と
い
っ
た
機
能
向
上
に
不
可
欠
な
パ
ー

ツ
と
し
て
、
高
機
能
鋼
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
一
社
）日
本
鉄
鋼
連
盟
の
試
算
で
は
、
世
界
で
最
も

進
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
達
成
し
て
い
る
エ
コ
プ
ロ

セ
ス
で
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
生
み
出
す
高
機
能
鋼

材
は
、
最
終
製
品
と
し
て
使
用
さ
れ
る
段
階
に
お
い
て
、

代
表
的
な
5
品
種（
自
動
車
用
鋼
板
、
変
圧
器
用
方
向

性
電
磁
鋼
板
、
船
舶
用
厚
板
、
発
電
ボ
イ
ラ
用
鋼
管
、

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
）に
限
っ
て
も
、
国
内
外
で
年
間
約

3
4
0
0
万
ト
ン
の
C
O
2
削
減
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
お
い
て
、

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
あ
る
高
機
能
鋼
材
が
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
機
能

鋼
材
は
日
本
が
強
み
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
付
加
価
値

の
高
い
分
野
で
す
。
日
本
の
鉄
鋼
業
が
国
際
競
争
に
勝

ち
抜
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
強
み
を
さ
ら
に
磨
い
て

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

│
│
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
、
鉄
鋼
業
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
竹

I
E
A（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）の
レ
ポ
ー
ト

に
よ
れ
ば
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
に
お
い
て
も
、
自
動
車
や
各
イ
ン
フ
ラ
、
電
子
電

気
機
器
な
ど
で
大
き
な
鉄
鋼
需
要
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
鉄
鋼
製
品
は
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
土
木
・
建
築

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
分
野
や
、電
気
自
動
車
の
駆
動
モ
ー
タ
、

洋
上
風
力
発
電
の
基
礎
と
な
る
モ
ノ
パ
イ
ル
な
ど
に
利

用
さ
れ
る
素
材
で
す
。
高
機
能
鋼
材
を
活
用
し
た
製
品
は
、

地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
鉄
鋼
業
の
革
新
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
今
後
の

日
本
経
済
・
社
会
の
強
靱
化
の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。

　
製
造
時
に
C
O
2
を
排
出
し
な
い
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

ス
チ
ー
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
非
常
に
高
い
ハ
ー

ド
ル
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、

世
界
に
先
駆
け
て
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
上
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に

お
い
て
も
、引
き
続
き
日
本
の
基
幹
産
業
の
1
つ
と
し
て
、

優
れ
た
製
品
を
国
内
外
の
各
産
業
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
雇
用
や
産
業
の
維
持
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
を
見
渡
す
と
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
発

展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
鉄
鋼
需
要
が
伸

び
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
鉄
鋼

業
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
低
炭
素
化
・
脱

炭
素
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

の
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
で
省
エ
ネ
技
術
と
い
っ
た
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
よ
り
一
層

の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高機能鋼材の使用段階での削減貢献を推計したところ、5品種のみで
約3,400万トン（国内使用鋼材1,066万トン、輸出鋼材2,382万トン）
のCO2削減と試算されています。

出所：日本エネルギー経済研究所

　
地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

エ
コ
プ
ロ
セ
ス
、エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ト
、エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
3
つ
の
エ
コ
、
さ
ら
に
は
革
新
的
技
術
開
発
で
世

界
を
リ
ー
ド
し
、「
経
済
と
環
境
の
好
循
環
」に
よ
っ
て

鉄
鋼
業
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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